
(57)【要約】

【課題】より薄く構成することが可能な基板接続用コネ

クタ組立体を得る。

【解決手段】雌コネクタ３は、係止孔３１と、係止孔３

１の周面及び周縁部のうちの少なくとも一部に設けられ

た雌側端子とを有する一方、雄コネクタ２は、係止孔３

１を貫通した状態で係止孔３１の周縁部に対向する雄側

端子としてのバンプ１１を有し、係止孔３１を貫通した

バンプ１１が雌コネクタ３に引っ掛かることで雌コネク

タ３と雄コネクタ２とを係止し、この係止状態で雌側端

子とバンプ１１とが接触するようにした。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 係 止 孔 が 設 け ら れ た 雌 側 基 体 と 、 前 記 係 止 孔 の 周 面 及 び 周 縁 部 の う ち の 少 な く と も 一 部
に 設 け ら れ 第 １ の 回 路 基 板 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 雌 側 端 子 と 、 を 有 す る 雌 コ ネ ク タ と 、
　 雄 側 基 体 と 、 こ の 雄 側 基 体 に 突 設 さ れ 前 記 係 止 孔 を 貫 通 し た 状 態 で 該 係 止 孔 の 周 縁 部 に
対 向 す る 係 止 片 と 、 第 ２ の 回 路 基 板 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 雄 側 端 子 と 、 を 有 す る 雄 コ ネ ク
タ と 、
を 備 え 、
　 前 記 係 止 孔 を 貫 通 し た 前 記 係 止 片 が 前 記 雌 側 基 体 に 引 っ 掛 か る こ と で 前 記 雌 コ ネ ク タ と
前 記 雄 コ ネ ク タ と を 係 止 し 、 こ の 係 止 状 態 で 前 記 雌 側 端 子 と 前 記 雄 側 端 子 と が 接 触 す る 基
板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 係 止 片 は 、 前 記 雄 側 基 体 に 突 設 さ れ 前 記 係 止 孔 に 挿 通 さ れ る 首 部 と 、 こ の 首 部 の 突
端 部 に 連 設 さ れ 前 記 係 止 孔 の 周 縁 部 に 対 向 す る 頭 部 と を 有 し 、
　 前 記 係 止 孔 は 、 前 記 頭 部 の 径 よ り も 大 き い 径 の 大 径 部 と こ の 大 径 部 に 連 通 し 前 記 頭 部 の
径 よ り も 小 さ い 径 の 小 径 部 と を 有 し 、 前 記 大 径 部 と 前 記 小 径 部 と の 間 の 前 記 首 部 の 移 動 を
許 容 し 、
　 前 記 小 径 部 に 前 記 首 部 が 位 置 し た 状 態 で 、 係 止 片 が 前 記 雌 側 基 体 に 引 っ 掛 か り 前 記 雌 コ
ネ ク タ と 前 記 雄 コ ネ ク タ と を 係 止 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 係 止 片 は 、 前 記 雄 側 基 体 に 突 設 さ れ 前 記 係 止 孔 に 挿 通 さ れ る 首 部 と 、 こ の 首 部 の 突
端 部 に 連 設 さ れ 前 記 係 止 孔 の 周 縁 部 に 対 向 す る 頭 部 と を 有 し 、
　 前 記 雌 側 基 体 に お け る 前 記 係 止 孔 の 周 囲 部 分 は 、 前 記 頭 部 が 前 記 係 止 孔 を 通 過 す る こ と
を 許 容 す る 弾 性 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 雌 側 基 体 は 、 ２ つ の 板 部 材 が 積 層 さ れ た ２ 層 構 造 を 有 し 、
　 一 方 の 前 記 板 部 材 に 前 記 係 止 孔 及 び 前 記 雌 側 端 子 が 形 成 さ れ 、 他 方 の 前 記 板 部 材 に は 、
前 記 係 止 孔 に 連 通 す る 収 納 孔 が 形 成 さ れ 、 こ の 収 納 孔 は 、 前 記 係 止 孔 か ら 突 出 す る 前 記 係
止 片 の 突 出 部 分 を 収 納 す る 請 求 項 １ な い し ３ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組
立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 雌 側 基 体 は 、 １ 層 構 造 で あ り 、 該 雌 側 基 体 に は 、 該 雌 側 基 体 の 一 面 側 に 開 口 す る 前
記 係 止 孔 と こ の 係 止 孔 よ り も 大 径 に 形 成 さ れ て 前 記 係 止 孔 に 連 通 す る と 共 に 該 雌 側 基 体 の
他 面 側 に 開 口 す る 収 納 孔 と を 有 す る 段 差 孔 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 収 納 孔 は 、 前 記 係 止 孔 か ら 突 出 す る 前 記 係 止 片 の 突 出 部 分 を 収 納 す る 請 求 項 １ な い
し ３ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の こ の 種 の 基 板 接 続 用 の コ ネ ク タ と し て 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る も の が 知 ら れ て
い る 。 こ の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る コ ネ ク タ で は 、 一 方 の コ ネ ク タ と し て の ソ ケ ッ ト に 帯
状 導 体 を 袋 小 路 状 に 折 り 曲 げ 成 形 さ れ た コ ン タ ク ト を 設 け 、 こ の コ ン タ ク ト の 袋 小 路 状 部
分 に 、 他 方 の コ ネ ク タ と し て の ヘ ッ ダ か ら 突 出 さ せ た 導 体 部 分 を 有 す る ポ ス ト を 挿 入 し て
嵌 め 込 み 、 コ ン タ ク ト の 袋 小 路 状 部 分 の 内 側 面 と ポ ス ト の 外 側 面 と を 接 触 さ せ て 導 通 さ せ
る 構 造 と な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ０ ５ ５ ４ ６ ４ 号 公 報 （ 図 ２ ０ ）

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-134169 A 2007.5.31



【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 携 帯 電 話 器 等 の 小 型 の 電 子 機 器 で は 、 よ り 一 層 の 小 型 化 、 軽 量 化 が 求 め ら れ て お り 、 こ
れ に 伴 っ て 、 当 該 電 子 機 器 内 で 用 い ら れ る 基 板 接 続 用 の コ ネ ク タ に 対 し て は 、 よ り 一 層 の
薄 型 化 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ の コ ネ ク タ で は 、 コ ン タ ク ト の 袋 小 路 状 部 分 の 内 側 面 と
ポ ス ト の 外 側 面 と を 接 触 さ せ て 導 通 さ せ る 構 造 と な っ て お り 、 か か る 構 造 を さ ら に 薄 型 化
し よ う と す る と 、 コ ン タ ク ト と ポ ス ト と の 嵌 合 に よ る 結 合 力 が 弱 く な っ て 、 離 間 し や す く
な っ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 よ り 薄 く 構 成 す る こ と が 可 能 な 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 を 得 る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 は 、 係 止 孔 が 設 け ら れ た 雌 側 基 体 と
、 係 止 孔 が 設 け ら れ た 雌 側 基 体 と 、 前 記 係 止 孔 の 周 面 及 び 周 縁 部 の う ち の 少 な く と も 一 部
に 設 け ら れ 第 １ の 回 路 基 板 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 雌 側 端 子 と 、 を 有 す る 雌 コ ネ ク タ と 、 を
有 す る 雌 コ ネ ク タ と 、 雄 側 基 体 と 、 こ の 雄 側 基 体 に 突 設 さ れ 前 記 係 止 孔 を 貫 通 し た 状 態 で
該 係 止 孔 の 周 縁 部 に 対 向 す る 係 止 片 と 、 第 ２ の 回 路 基 板 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 雄 側 端 子 と
、 を 有 す る 雄 コ ネ ク タ と 、 を 備 え 、 前 記 係 止 孔 を 貫 通 し た 前 記 係 止 片 が 前 記 雌 側 基 体 に 引
っ 掛 か る こ と で 前 記 雌 コ ネ ク タ と 前 記 雄 コ ネ ク タ と を 係 止 し 、 こ の 係 止 状 態 で 前 記 雌 側 端
子 と 前 記 雄 側 端 子 と が 接 触 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 に お い て 、 前 記
係 止 片 は 、 前 記 雄 側 基 体 に 突 設 さ れ 前 記 係 止 孔 に 挿 通 さ れ る 首 部 と 、 こ の 首 部 の 突 端 部 に
連 設 さ れ 前 記 係 止 孔 の 周 縁 部 に 対 向 す る 頭 部 と を 有 し 、 前 記 係 止 孔 は 、 前 記 頭 部 の 径 よ り
も 大 き い 径 の 大 径 部 と こ の 大 径 部 に 連 通 し 前 記 頭 部 の 径 よ り も 小 さ い 径 の 小 径 部 と を 有 し
、 前 記 大 径 部 と 前 記 小 径 部 と の 間 の 前 記 首 部 の 移 動 を 許 容 し 、 前 記 小 径 部 に 前 記 首 部 が 位
置 し た 状 態 で 、 係 止 片 が 前 記 雌 側 基 体 に 引 っ 掛 か り 前 記 雌 コ ネ ク タ と 前 記 雄 コ ネ ク タ と を
係 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 に お い て 、 前 記
係 止 片 は 、 前 記 雄 側 基 体 に 突 設 さ れ 前 記 係 止 孔 に 挿 通 さ れ る 首 部 と 、 こ の 首 部 の 突 端 部 に
連 設 さ れ 前 記 係 止 孔 の 周 縁 部 に 対 向 す る 頭 部 と を 有 し 、 前 記 雌 側 基 体 に お け る 前 記 係 止 孔
の 周 囲 部 分 は 、 前 記 頭 部 が 前 記 係 止 孔 を 通 過 す る こ と を 許 容 す る 弾 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ３ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ
組 立 体 に お い て 、 前 記 雌 側 基 体 は 、 ２ つ の 板 部 材 が 積 層 さ れ た ２ 層 構 造 を 有 し 、 一 方 の 前
記 板 部 材 に 前 記 係 止 孔 及 び 前 記 雌 側 端 子 が 形 成 さ れ 、 他 方 の 前 記 板 部 材 に は 、 前 記 係 止 孔
に 連 通 す る 収 納 孔 が 形 成 さ れ 、 こ の 収 納 孔 は 、 前 記 係 止 孔 か ら 突 出 す る 前 記 係 止 片 の 突 出
部 分 を 収 納 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し ３ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ
組 立 体 に お い て 、 前 記 雌 側 基 体 は 、 １ 層 構 造 で あ り 、 該 雌 側 基 体 に は 、 該 雌 側 基 体 の 一 面
側 に 開 口 す る 前 記 係 止 孔 と こ の 係 止 孔 よ り も 大 径 に 形 成 さ れ て 前 記 係 止 孔 に 連 通 す る と 共
に 該 雌 側 基 体 の 他 面 側 に 開 口 す る 収 納 孔 と を 有 す る 段 差 孔 が 形 成 さ れ 、 前 記 収 納 孔 は 、 前
記 係 止 孔 か ら 突 出 す る 前 記 係 止 片 の 突 出 部 分 を 収 納 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 係 止 孔 を 貫 通 し た 係 止 片 が 雌 側 基 体 に 引 っ 掛 か る こ と
で 雌 コ ネ ク タ と 雄 コ ネ ク タ と を 係 止 す る の で 、 係 止 片 の 高 さ を 低 く し て も 雌 コ ネ ク タ と 雄
コ ネ ク タ と を 確 実 に 係 止 す る こ と が で き 、 よ っ て 、 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 を よ り 薄 く
構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 係 止 片 を 係 止 孔 の 大 径 部 に 貫 通 さ せ て 小 径 部 に 移 動 さ
せ る こ と で 、 係 止 片 が 雌 側 基 体 に 引 っ 掛 か り 雌 コ ネ ク タ と 雄 コ ネ ク タ と が 係 止 さ れ る の で
、 雌 コ ネ ク タ と 雄 コ ネ ク タ と の 結 合 作 業 を 比 較 的 容 易 に 行 な う こ と が で き る 。 ま た 、 係 止
片 を 大 径 部 か ら 小 径 部 へ 移 動 さ せ る 過 程 で 係 止 片 を 係 止 孔 の 周 面 に 摺 接 さ せ る こ と に よ り
、 係 止 孔 の 周 面 と 係 止 片 の 側 面 と が 相 互 に 清 掃 さ れ る の で 、 係 止 孔 の 周 面 と 係 止 片 の 側 面
と に 端 子 が 設 け ら れ て い る 場 合 に は 、 そ れ ら の 端 子 同 士 の 接 触 を よ り 良 好 に す る こ と が で
き 、 端 子 同 士 の 接 触 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 係 止 孔 に 係 止 片 を 押 し 込 む こ と で 、 雌 側 基 体 に お け る
係 止 孔 の 周 囲 部 分 が 弾 性 変 形 し 、 こ れ に よ り 、 係 止 片 の 頭 部 が 係 止 孔 を 通 過 し 、 雌 コ ネ ク
タ と 雄 コ ネ ク タ と が 係 止 さ れ る の で 、 雌 コ ネ ク タ と 雄 コ ネ ク タ と の 結 合 作 業 を 比 較 的 容 易
に 行 な う こ と が で き る と 共 に 、 係 止 孔 を 比 較 的 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 雌 側 基 体 が ２ 層 構 造 で あ る こ と に よ り 、 雌 側 端 子 が 形
成 さ れ た 一 方 の 板 部 材 が 他 方 の 板 部 材 に よ っ て 補 強 、 保 護 さ れ 、 雌 側 端 子 と 雄 側 端 子 と の
接 触 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 係 止 孔 か ら 突 出 す る 係 止 片 の 突 出 部 分 が 他
方 の 板 部 材 の 収 納 孔 に 収 納 さ れ る こ と に よ り 、 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 見 栄 え を 良 く
す る こ と が で き る と 共 に 、 そ の 突 出 部 分 が 周 辺 部 品 の 実 装 の 邪 魔 に な る こ と を 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 係 止 孔 か ら 突 出 す る 係 止 片 の 突 出 部 分 が 収 納 孔 に 収 納
さ れ る こ と に よ り 、 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 見 栄 え を 良 く す る こ と が で き る と 共 に 、
そ の 突 出 部 分 が 周 辺 部 品 の 実 装 の 邪 魔 に な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 雌 側 基
体 が １ 層 構 造 で あ る こ と に よ り 、 雌 側 基 体 を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 [第 １ の 実 施 形 態 ]
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 図 １ な い し 図 １ １ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態
に か か る 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 を 回 路 基 板 と 共 に 示 す 分 解 斜 視 図 、 図 ２ は 、 回 路 基 板
に 実 装 さ れ た 状 態 の 雄 コ ネ ク タ と 雌 コ ネ ク タ と を 示 す 斜 視 図 、 図 ３ は 、 基 板 接 続 用 コ ネ ク
タ 組 立 体 を 組 立 状 態 で 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ な い し 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 １ は 、 雄 コ ネ ク
タ ２ と 雌 コ ネ ク タ ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 １ は 、 概 略 的
に は 、 雄 コ ネ ク タ ２ に 設 け ら れ た 係 止 片 で あ る バ ン プ １ １ が 、 雌 コ ネ ク タ ３ に 設 け ら れ た
係 止 孔 ３ １ を 貫 通 し た 状 態 で 、 雄 コ ネ ク タ ２ と 雌 コ ネ ク タ ３ と を 相 互 に 係 止 す る も の で あ
る 。 そ し て 、 こ の 係 止 状 態 で は 、 雌 コ ネ ク タ ３ に 接 続 さ れ た 第 １ の 回 路 基 板 ４ と 、 雄 コ ネ
ク タ ２ に 接 続 さ れ た 第 ２ の 回 路 基 板 ５ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 雄 コ ネ ク タ ２ を 表 面 側 か ら 見 て 示 す 斜 視 図 、 図 ５ は 、 雄 コ ネ ク タ ２ を 裏 面 側 か
ら 見 て 示 す 斜 視 図 、 図 ６ は 、 雄 コ ネ ク タ ２ を 示 し 、 （ ａ ） は 、 平 面 図 、 （ ｂ ） は 、 正 面 図
、 （ ｃ ） は 、 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ な い し 図 ６ に 示 す よ う に 、 雄 コ ネ ク タ ２ は 、 帯 板 状 に 形 成 さ れ た 雄 側 基 体 １ ２ を 有
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し て い る 。 こ の 雄 側 基 体 １ ２ の 表 面 に は 、 複 数 の バ ン プ １ １ が 突 設 さ れ て い る 。 こ れ ら の
バ ン プ １ １ は 、 所 定 の 間 隔 を あ け て 雄 側 基 体 １ ２ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 一 列 に 配 置 さ れ て い
る 。 バ ン プ １ １ は 、 金 属 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ 導 電 性 を 有 し て い る 。 バ ン プ １ １ は 、 雄 側
基 体 １ ２ の 表 面 に 突 設 さ れ た 断 面 円 状 の 首 部 １ ３ と 、 こ の 首 部 １ ３ の 突 端 部 に 連 設 さ れ た
頭 部 １ ４ と を 有 し て 、 縦 断 面 が マ ッ シ ュ ル ー ム 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 首 部 １ ３ は 、 そ の
基 部 か ら 突 端 部 へ 向 う に 従 い 径 が 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 雌 コ ネ ク タ ３ の 係 止
孔 ３ １ に 挿 通 さ れ る 。 頭 部 １ ４ は 、 断 面 ド ー ム 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 そ の 径 は 、 首 部 １
３ の 径 よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 こ の 頭 部 １ ４ は 、 首 部 １ ３ が 雌 コ ネ ク タ ３ の 係 止 孔
３ １ に 挿 通 さ れ た 状 態 で は 、 係 止 孔 ３ １ の 周 縁 部 ３ １ ａ に 対 向 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 各 バ ン プ １ １ の 首 部 １ ３ は 、 雄 側 基 体 １ ２ の 表 面 に 突 設 さ れ た 円 環 状 の 端 子 部 １
５ に よ っ て 囲 繞 さ れ る と 共 に 、 そ の 端 子 部 １ ５ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 バ ン プ １ １ は
、 端 子 部 １ ５ と 共 に 雄 側 端 子 １ ６ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 端 子 部 １ ５ は 、 雄 側 基 体 １ ２ の 表 面 に 設 け ら れ た 接 続 部 １ ７ と 雄 側 基 体 １ ２ の 表 裏 面 を
貫 通 し て 形 成 さ れ た ス ル ー ホ ー ル メ ッ キ 部 １ ８ と を 介 し て 、 雄 側 基 体 １ ２ の 裏 面 に 設 け ら
れ た 実 装 パ ッ ド 部 １ ９ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら 接 続 部 １ ７ 、 ス ル ー ホ ー ル メ ッ キ 部 １ ８
及 び 実 装 パ ッ ド 部 １ ９ は 、 導 電 性 を 有 し て い る 。 そ し て 、 実 装 パ ッ ド 部 １ ９ が 第 ２ の 回 路
基 板 ５ 上 の 電 気 回 路 ５ ａ に 接 続 さ れ た 状 態 で 、 雄 コ ネ ク タ ２ が 第 ２ の 回 路 基 板 ５ に 実 装 さ
れ 、 こ れ に よ り 、 第 ２ の 回 路 基 板 ５ と 雄 側 端 子 １ ６ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 雄 側 基 体 １ ２ の 表 面 に お け る 長 手 方 向 の 両 端 部 に は 、 円 柱 状 の 位 置 決 め 用 の ボ ス
２ ０ が 突 設 さ れ て い る 。 こ れ ら の ボ ス ２ ０ は 、 雌 コ ネ ク タ ３ と 雄 コ ネ ク タ ２ と を 結 合 す る
際 の 相 互 の 位 置 決 め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ７ は 、 雌 コ ネ ク タ ３ を 表 面 側 か ら 見 て 示 す 斜 視 図 、 図 ８ は 、 雌 コ ネ ク タ ３ を 裏 面 側 か
ら 見 て 示 す 斜 視 図 、 図 ９ は 、 雌 コ ネ ク タ ３ を 示 し 、 （ ａ ） は 、 平 面 図 、 （ ｂ ） は 、 正 面 図
、 （ ｃ ） は 、 側 面 図 、 図 １ ０ は 、 雌 コ ネ ク タ ３ の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ な い し 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 雌 コ ネ ク タ ３ は 、 帯 板 状 に 形 成 さ れ た 雌 側 基 体 ３ ２ を
有 し て い る 。 こ の 雌 側 基 体 ３ ２ は 、 ２ つ の 板 部 材 と し て Ｆ Ｐ Ｃ （ Flexible Printed Circu
it） ３ ３ と カ バ ー 部 材 ３ ４ と が 積 層 さ れ た ２ 層 構 造 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｆ Ｐ Ｃ ３ ３ に は 、 雄 コ ネ ク タ ２ の 各 バ ン プ １ １ に 対 応 し た 複 数 の 係 止 孔 ３ １ が 貫 通 し て
形 成 さ れ て い る 。 こ の 係 止 孔 ３ １ の 周 面 ３ １ ｂ 及 び 周 縁 部 ３ １ ａ に は 、 第 １ の 回 路 基 板 ４
に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 雌 側 端 子 ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 雄 側 端 子 １ ６ は 、 Ｆ Ｐ Ｃ ３ ３ の 裏 面 に 設 け ら れ た 接 続 部 ３ ６ を 介 し て 、 Ｆ Ｐ Ｃ ３ ３ の 裏
面 に 設 け ら れ た 実 装 パ ッ ド 部 ３ ７ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ ら 接 続 部 ３ ６ と 実 装 パ ッ ド 部 ３
７ と は 導 電 性 を 有 し て い る 。 そ し て 、 実 装 パ ッ ド 部 ３ ７ が 第 １ の 回 路 基 板 ４ 上 の 電 気 回 路
４ ａ に 接 続 さ れ た 状 態 で 、 雌 コ ネ ク タ ３ が 第 １ の 回 路 基 板 ４ に 実 装 さ れ 、 こ れ に よ り 、 第
１ の 回 路 基 板 ４ と 雌 側 端 子 ３ ５ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 係 止 孔 ３ １ は 、 バ ン プ １ １ の 頭 部 １ ４ の 径 よ り も 大 き い 径 の 大 径 部 ３ １ ｃ と 、
こ の 大 径 部 ３ １ ｃ に 連 通 し バ ン プ １ １ の 頭 部 １ ４ の 径 よ り も 小 さ い 径 の 小 径 部 ３ １ ｄ と を
有 し て お り 、 達 磨 状 に 形 成 さ れ て い る 。 小 径 部 ３ １ ｄ と 大 径 部 ３ １ ｃ と は 、 雌 側 基 体 ３ ２
の 短 手 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 係 止 孔 ３ １ は 、 大 径 部 ３ １ ｃ と 小 径 部 ３ １
ｄ と の 間 の 首 部 １ ３ の 移 動 を 許 容 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 カ バ ー 部 材 ３ ４ は 、 Ｆ Ｐ Ｃ ３ ３ の 表 面 に 積 層 さ れ て い る 。 カ バ ー 部 材 ３ ４ に は 、 Ｆ Ｐ Ｃ
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３ ３ の 各 係 止 孔 ３ １ に 対 応 し て 収 納 孔 ３ ８ が 貫 通 し て 形 成 さ れ て お り 、 こ れ ら の 収 納 孔 ３
８ は 、 対 応 す る 係 止 孔 ３ １ に 連 通 し て い る 。 収 納 孔 ３ ８ の 径 は 、 係 止 孔 ３ １ の 径 よ り も 大
き く 形 成 さ れ て お り 、 係 止 孔 ３ １ に 首 部 １ ３ が 挿 通 さ れ た バ ン プ １ １ に お い て 係 止 孔 ３ １
（ Ｆ Ｐ Ｃ ３ ３ ） か ら 突 出 す る 部 分 で あ る 頭 部 １ ４ を 収 納 す る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、
収 納 孔 ３ ８ は 、 小 径 部 ３ １ ｄ と 大 径 部 ３ １ ｃ と の 間 の バ ン プ １ １ の 移 動 を 許 容 す る 大 き き
に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 雌 側 基 体 ３ ２ の 長 手 方 向 の 両 端 部 に は 、 雄 コ ネ ク タ ２ の ボ ス ２ ０ が 嵌 合 さ れ る ガ
イ ド 孔 ３ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 ガ イ ド 孔 ３ ９ は 、 雌 側 基 体 ３ ２ の 短 手 方 向 へ の ボ ス ２ ０ の
移 動 を ガ イ ド す る よ う に 長 孔 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 １ の 組 立 手 順 を 説 明 す る 。 図 １ １ は 、 組 立 状 態 の 基 板
接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 １ の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。 ま ず 、 雄 コ ネ ク タ ２ の
バ ン プ １ １ を 雌 コ ネ ク タ ３ の 係 止 孔 ３ １ の 大 径 部 ３ １ ｃ に 貫 通 さ せ て 、 バ ン プ １ １ の 首 部
１ ３ を 係 止 孔 ３ １ に 位 置 さ せ る と 共 に 頭 部 １ ４ を 係 止 孔 ３ １ か ら 突 出 し た 状 態 に す る 。 ま
た 、 こ の と き 、 ボ ス ２ ０ を ガ イ ド 孔 ３ ９ に 挿 通 す る 。 次 に 、 雄 コ ネ ク タ ２ と 雌 コ ネ ク タ ３
と を 、 そ れ ら の 短 手 方 向 に 沿 っ て 相 対 的 に ス ラ イ ド 移 動 さ せ て 、 バ ン プ １ １ を 係 止 孔 ３ １
の 大 径 部 ３ １ ｃ か ら 小 径 部 ３ １ ｄ に 移 動 さ せ る （ 図 ３ ） 。 こ れ に よ り 、 バ ン プ １ １ の 首 部
１ ３ が 係 止 孔 ３ １ の 周 縁 に 引 っ 掛 か り 、 雌 コ ネ ク タ ３ と 雄 コ ネ ク タ ２ と が バ ン プ １ １ に よ
っ て 相 互 に 係 止 さ れ 結 合 さ れ る （ 図 １ １ ） 。 こ の 係 止 状 態 で は 、 雌 側 端 子 ３ ５ と 雄 側 端 子
１ ６ と が 接 触 す る 。 こ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 雄 側 端 子 １ ６ の う ち 雌 側 端 子 ３ ５ と 接 触 す
る 部 分 ａ は 、 端 子 部 １ ５ 及 び バ ン プ １ １ の 首 部 １ ３ で あ る 。 そ し て 、 こ の 係 止 状 態 で は 、
雌 コ ネ ク タ ３ に 接 続 さ れ た 第 １ の 回 路 基 板 ４ と 、 雄 コ ネ ク タ ２ に 接 続 さ れ た 第 ２ の 回 路 基
板 ５ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 係 止 孔 ３ １ を 貫 通 し た バ ン プ １ １ が 雌 側 基 体 ３ ２ に
引 っ 掛 か る こ と で 雌 コ ネ ク タ ３ と 雄 コ ネ ク タ ２ と を 係 止 す る の で 、 バ ン プ １ １ の 高 さ を 低
く し て も 雌 コ ネ ク タ ３ と 雄 コ ネ ク タ ２ と を 確 実 に 係 止 す る こ と が で き 、 基 板 接 続 用 コ ネ ク
タ 組 立 体 １ を よ り 薄 く 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 雄 コ ネ ク タ ２ と 雌 コ ネ ク タ ３ と が 結 合 さ れ た 状 態 で は 、 バ ン プ
１ １ の 頭 部 １ ４ が 雌 コ ネ ク タ ３ の 係 止 孔 ３ １ の 周 縁 部 ３ １ ａ に 対 向 す る の で 、 バ ン プ １ １
の 頭 部 １ ４ と 係 止 孔 ３ １ の 周 縁 部 ３ １ ａ と に よ っ て も 雌 コ ネ ク タ ３ と 雄 コ ネ ク タ ２ と を 係
止 す る こ と が で き 、 よ り 確 実 に 雄 コ ネ ク タ ２ と 雌 コ ネ ク タ ３ と を 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 バ ン プ １ １ を 係 止 孔 ３ １ の 大 径 部 ３ １ ｃ に 貫 通 さ せ て 小 径 部 ３
１ ｄ に 移 動 さ せ る こ と で 、 バ ン プ １ １ が 雌 側 基 体 ３ ２ に 引 っ 掛 か り 雌 コ ネ ク タ ３ と 雄 コ ネ
ク タ ２ と が 係 止 さ れ る の で 、 雌 コ ネ ク タ ３ と 雄 コ ネ ク タ ２ と の 結 合 作 業 を 比 較 的 容 易 に 行
な う こ と が で き る 。 ま た 、 バ ン プ １ １ を 大 径 部 ３ １ ｃ か ら 小 径 部 ３ １ ｄ へ 移 動 さ せ る 過 程
で バ ン プ １ １ を 係 止 孔 ３ １ の 周 面 ３ １ ｂ に 摺 接 さ せ る こ と に よ り 、 係 止 孔 ３ １ の 周 面 ３ １
ｂ と バ ン プ １ １ の 首 部 １ ３ と が 相 互 に 清 掃 さ れ る の で 、 係 止 孔 ３ １ の 周 面 ３ １ ｂ と バ ン プ
１ １ の 首 部 １ ３ と の 接 触 を よ り 良 好 に す る こ と が で き 、 雄 側 端 子 １ ６ で あ る バ ン プ １ １ と
雌 側 端 子 ３ ５ と の 接 触 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 雌 側 基 体 ３ ２ が ２ 層 構 造 で あ る こ と に よ り 、 雌 側 端 子 ３ ５ が 形
成 さ れ た 一 方 の 板 部 材 で あ る Ｆ Ｐ Ｃ ３ ３ が 他 方 の 板 部 材 で あ る カ バ ー 部 材 ３ ４ に よ っ て 補
強 、 保 護 さ れ 、 雌 側 端 子 ３ ５ と 雄 側 端 子 １ ６ と の 接 触 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
ま た 、 係 止 孔 ３ １ か ら 突 出 す る バ ン プ １ １ の 頭 部 １ ４ が カ バ ー 部 材 ３ ４ の 収 納 孔 ３ ８ に 収
納 さ れ る こ と に よ り 、 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 １ の 見 栄 え を 良 く す る こ と が で き る と 共
に 、 そ の 突 出 部 分 が 周 辺 部 品 の 実 装 の 邪 魔 に な る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ
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の と き 、 バ ン プ １ １ の 厚 さ を 雌 側 基 体 ３ ２ の 厚 み で 吸 収 で き る の で 、 低 背 化 を 図 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 [第 ２ の 実 施 形 態 ]
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ ２ は 、 本
実 施 形 態 に か か る 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 雌 コ ネ ク タ の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 平 面 図 、
図 １ ３ は 、 組 立 状 態 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 縦 断 側 面 図 。 な お
、 前 述 し た 実 施 形 態 と 同 じ 部 分 は 、 同 一 符 号 で 示 し 説 明 も 省 略 す る （ 以 降 の 実 施 形 態 で も
同 様 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ａ が 、 ２ 層 構 造 で は な く 、 単 一 の 板 部 材 に よ る １ 層 構 造
で あ る 点 が 第 １ の 実 施 形 態 に 対 し て 異 な る 。 こ れ に 伴 い 、 本 実 施 形 態 の 雌 側 基 体 ３ ２ Ａ に
は 、 段 差 孔 ５ １ が 貫 通 し て 形 成 さ れ て お り 、 こ の 段 差 孔 ５ １ に 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ａ の 一 面 側
に 開 口 す る 係 止 孔 ３ １ と 、 係 止 孔 ３ １ よ り も 大 径 に 形 成 さ れ て 係 止 孔 ３ １ に 連 通 す る と 共
に 雌 側 基 体 ３ ２ の 他 面 側 に 開 口 す る 収 納 孔 ３ ８ と が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 雌 側 端 子 ３ ５ は 、 係 止 孔 ３ １ の 周 面 ３ １ ｂ を 含 む 段 差 孔 ５ １ の 周 面 に 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ａ が １ 層 構 造 で あ る こ と に よ り 、 ２ 層 構 造 の 雌 側 基
体 ３ ２ に 比 べ て 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ａ を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 [第 ３ の 実 施 形 態 ]
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ ４ は 、 本
実 施 形 態 に か か る 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 雌 コ ネ ク タ の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 平 面 図 、
図 １ ５ は 、 組 立 状 態 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 雌 側 基 体 ３ ２ Ｂ に お け る 係 止 孔 ３ １ Ｂ に か か る 部 分 が 第 １ の 実 施 形 態 に 対
し て 異 な る 。 雌 側 基 体 ３ ２ Ｂ の Ｆ Ｐ Ｃ ３ ３ Ｂ に お け る 係 止 孔 ３ １ Ｂ の 周 囲 部 分 は 、 バ ン プ
１ １ の 頭 部 １ ４ が 係 止 孔 ３ １ Ｂ を 通 過 す る こ と を 許 容 す る 弾 性 を 有 し て い る 。 詳 し く は 、
係 止 孔 ３ １ Ｂ が 円 形 状 に 形 成 さ れ る と 共 に 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ｂ の Ｆ Ｐ Ｃ ３ ３ Ｂ に は 、 係 止 孔
３ １ Ｂ に 連 通 す る 切 欠 ４ １ が 係 止 孔 ３ １ の 周 囲 に 略 等 間 隔 で 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り
、 Ｆ Ｐ Ｃ ３ ３ に お け る 係 止 孔 ３ １ Ｂ の 周 囲 部 分 が 、 係 止 孔 ３ １ Ｂ の 軸 方 向 に 弾 性 変 形 可 能
と な っ て い る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 カ バ ー 部 材 ３ ４ Ｂ の 収 納 孔 ３ ８ Ｂ は 、 円 状 に 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 バ ン プ １ １ の 頭 部 １ ４ が 係 止 孔 ３ １ Ｂ を 通 過 す る こ と を 許 容 す る
弾 性 を 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ｂ に お け る 係 止 孔 ３ １ Ｂ の 周 囲 部 分 が 有 す る こ と に よ り 、 係 止 孔 ３
１ に バ ン プ １ １ を 押 し 込 む こ と で 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ｂ に お け る 係 止 孔 ３ １ Ｂ の 周 囲 部 分 が 弾
性 変 形 し 、 こ れ に よ り 、 バ ン プ １ １ の 頭 部 １ ４ が 係 止 孔 ３ １ Ｂ を 通 過 し 、 雌 コ ネ ク タ ３ と
雄 コ ネ ク タ ２ と が 係 止 さ れ る と 共 に 雌 側 端 子 ３ ５ と 雄 側 端 子 １ ６ と が 接 触 す る の で 、 雌 コ
ネ ク タ ３ と 雄 コ ネ ク タ ２ と の 結 合 作 業 を 比 較 的 容 易 に 行 な う こ と が で き る 。 ま た 、 こ の よ
う に 、 バ ン プ １ １ の 頭 部 １ ４ が 係 止 孔 ３ １ Ｂ を 通 過 す る こ と を 許 容 す る 弾 性 を 、 雌 側 基 体
３ ２ Ｂ に お け る 係 止 孔 ３ １ Ｂ の 周 囲 部 分 が 有 し て い る こ と に よ り 、 係 止 孔 ３ １ Ｂ を 第 １ の
実 施 形 態 の 係 止 孔 ３ １ の よ う に 達 磨 形 状 に す る 必 要 が な い の で 、 係 止 孔 ３ １ Ｂ を 第 １ の 実
施 形 態 の 係 止 孔 ３ １ よ り も 小 さ く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組
立 体 １ を 第 １ の 実 施 形 態 よ り も 小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 [第 ４ の 実 施 形 態 ]
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　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ ６ は 、 本
実 施 形 態 に か か る 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 雌 コ ネ ク タ の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 平 面 図 、
図 １ ７ は 、 組 立 状 態 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ｃ が 、 ２ 層 構 造 で は な く 、 単 一 の 板 部 材 に よ る １ 層 構 造
で あ る 点 が 第 ３ の 実 施 形 態 に 対 し て 異 な る 。 こ れ に 伴 い 、 本 実 施 形 態 の 雌 側 基 体 ３ ２ Ｃ に
は 、 段 差 孔 ５ １ Ｃ が 貫 通 し て 形 成 さ れ て お り 、 こ の 段 差 孔 ５ １ Ｃ に 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ｃ の 一
面 側 に 開 口 す る 係 止 孔 ３ １ Ｂ と 、 係 止 孔 ３ １ Ｂ よ り も 大 径 に 形 成 さ れ て 係 止 孔 ３ １ Ｂ に 連
通 す る と 共 に 雌 側 基 体 ３ ２ Ｃ の 他 面 側 に 開 口 す る 収 納 孔 ３ ８ Ｂ と が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 係 止 孔 ３ １ Ｂ に 連 通 し た 切 欠 ４ １ は 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ｃ の 一 面 側 に 開 口 す る と 共 に
係 止 孔 ３ １ Ｂ と 同 じ 高 さ に 形 成 さ れ て お り 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ｃ に お け る 係 止 孔 ３ １ Ｂ の 周 囲
部 分 が 、 係 止 孔 ３ １ Ｂ の 軸 方 向 に 弾 性 変 形 可 能 と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 雌 側 基 体 ３ ２
Ｃ に お け る 係 止 孔 ３ １ Ｂ の 周 囲 部 分 は 、 第 ３ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 バ ン プ １ １ の 頭 部 １ ４
が 係 止 孔 ３ １ Ｂ を 通 過 す る こ と を 許 容 す る 弾 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 雌 側 端 子 ３ ５ は 、 係 止 孔 ３ １ Ｂ の 周 面 ３ １ Ｂ ｂ を 含 む 段 差 孔 ５ １ の 周 面 に 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ｃ が １ 層 構 造 で あ る こ と に よ り 、 ２ 層 構 造 の 雌 側 基
体 ３ ２ Ｂ に 比 べ て 、 雌 側 基 体 ３ ２ Ｃ を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 る こ と な く 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 他 の 実
施 形 態 を 各 種 採 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 を 回 路 基 板 と 共 に 示
す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 回 路 基 板 に 実 装 さ れ た 状 態 の 雄 コ ネ ク タ と 雌 コ
ネ ク タ と を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 を 組 立 状 態 で 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 雄 コ ネ ク タ を 表 面 側 か ら 見 て 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 雄 コ ネ ク タ を 裏 面 側 か ら 見 て 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 雄 コ ネ ク タ を 示 し 、 （ ａ ） は 、 平 面 図 、 （ ｂ ）
は 、 正 面 図 、 （ ｃ ） は 、 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 雌 コ ネ ク タ を 表 面 側 か ら 見 て 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 雌 コ ネ ク タ を 裏 面 側 か ら 見 て 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 雌 コ ネ ク タ を 示 し 、 （ ａ ） は 、 平 面 図 、 （ ｂ ）
は 、 正 面 図 、 （ ｃ ） は 、 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 雌 コ ネ ク タ の 一 部 を 拡 大 し て 示 す 平 面 図 で あ
る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に か か る 組 立 状 態 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 一 部
を 拡 大 し て 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に か か る 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 雌 コ ネ ク タ ３ の
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一 部 を 拡 大 し て 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に か か る 組 立 状 態 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 一 部
を 拡 大 し て 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に か か る 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 雌 コ ネ ク タ の 一
部 を 拡 大 し て 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に か か る 組 立 状 態 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 一 部
を 拡 大 し て 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に か か る 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 雌 コ ネ ク タ の 一
部 を 拡 大 し て 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に か か る 組 立 状 態 の 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体 の 一 部
を 拡 大 し て 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 １ 　 　 　 基 板 接 続 用 コ ネ ク タ 組 立 体
　 ２ 　 　 　 雄 コ ネ ク タ
　 ３ 　 　 　 雌 コ ネ ク タ
　 ４ 　 　 　 第 １ の 回 路 基 板
　 ５ 　 　 　 第 ２ の 回 路 基 板
　 １ １ 　 　 バ ン プ （ 係 止 片 ）
　 １ ２ 　 　 雄 側 基 体
　 １ ３ 　 　 首 部
　 １ ４ 　 　 頭 部
　 １ ６ 　 　 雄 側 端 子
　 ３ １ 　 　 係 止 孔
　 ３ １ ａ 　 係 止 孔 の 周 縁 部
　 ３ １ ｂ 　 係 止 孔 の 周 面
　 ３ １ ｃ 　 大 径 部
　 ３ １ ｄ 　 小 径 部
　 ３ １ Ｂ 　 係 止 孔
　 ３ １ Ｂ ｂ 　 係 止 孔 の 周 面
　 ３ ２ 　 　 雌 側 基 体
　 ３ ２ Ａ 　 雌 側 基 体
　 ３ ２ Ｂ 　 雌 側 基 体
　 ３ ２ Ｃ 　 雌 側 基 体
　 ３ ３ 　 　 Ｆ Ｐ Ｃ （ 板 部 材 ）
　 ３ ３ Ｂ 　 Ｆ Ｐ Ｃ （ 板 部 材 ）
　 ３ ４ 　 　 カ バ ー 部 材 （ 板 部 材 ）
　 ３ ４ Ｂ 　 カ バ ー 部 材 （ 板 部 材 ）
　 ３ ５ 　 　 雌 側 端 子
　 ３ ８ 　 　 収 納 孔
　 ３ ８ Ｂ 　 収 納 孔
　 ５ １ 　 　 段 差 孔
　 ５ １ Ｃ 　 段 差 孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

(13) JP 2007-134169 A 2007.5.31



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 5E023 AA04  AA16  BB01  BB11  BB21  BB23  CC02  CC05  CC26  DD22 
　　　　 　　        GG02  HH30 
　　　　 　　  5E077 BB11  BB23  BB31  BB32  CC06  DD20  JJ20 

(14) JP 2007-134169 A 2007.5.31


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

